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診療所の医療安全のあり方について

平成25年6月16日
一般社団法人医療安全全国共同行動
設立記念シンポジウム

常任理事 高杉 敬久
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診療所の医療安全のあり方について
＜本日のアウトライン＞

１. 医療安全推進者養成講座

２. 医療安全推進者ネットワーク（Medsafe.Net）

３. 医療安全対策委員会

４. 共同行動への期待と抱負
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1. 医療安全推進者養成講座

• 日本医師会では､医療機関における組織的な安全
管理体制の推進確立を図ることを目的として、安全
管理に対する知識と技術を身につけた人材を育成・
養成する「日本医師会医療安全推進者養成講座」
を開設している

• 平成13年度の開講から今年度で13年目を迎え、平
成25年度は4月15日に開講

• 平成18年度からE-Learning方式

• 1年間を通じて9教科を学習

• 受講者延べ人数は約8,200名
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平成25年度は417名が受講中
（職種別受講者数）

職種 受講者数 割合

医師・歯科医師 93 22.3%

看護職員 130 31.2%

病院・診療所事務員 53 12.7%

医師会苦情・相談受付窓口業務担当者 10 2.4%

その他 131 31.4%

合 計 417 100.0%
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平成25年度は417名が受講中
（年代別受講者数）

年代 受講者数 割合

29歳以下 23 5.5%

30～39歳 109 26.1%

40～49歳 154 36.9%

50～59歳 113 27.1%

60～69歳 14 3.4%

70歳以上 4 1.0%

合計 417 100.0%
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学習カリキュラム

• 第1教科 医療安全対策概論

• 第2教科 Fitness to Practice論

• 第3教科 事故防止職場環境論

• 第4教科 具体事例から学ぶ医療事故対応

• 第5教科 医療事故の分析手法論

• 第6教科 医療施設整備管理論

• 第7教科 医療安全と医療経営

• 第8教科 医事法学概論

• 第9教科 医療現場におけるコーチング術

昨日（6/15）公開

4/15開始、以降毎月15

日に１教科ずつ公開
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修了証の発行
医療安全推進者養成講座受講者のうち、下記のような
一定の要件を満たした方に対し、日本医師会長名で「医
療安全推進者養成講座修了証」を発行

☆全教科の演習問題（毎回20問）に
☆締切期限内に回答を送信し、
☆各教科の回答が6割以上（12問以上）正解している方
（期限後の回答送信は一切出来ない）

☆かつ、年度内に１度開催される講習会に参加（もしくは
後日配信される動画を視聴し期限内にレポートを提出）
が今年度から新たに要件に追加
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2.医療安全推進者ネットワーク
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共同行動のHPにリンク
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コンテンツ

• スペシャリストに聞く

• 最新動向

• セミナー情報

• 書籍情報

• 医療事件判決紹介コーナー
（毎月2例の判例を弁護士による評釈を加えて紹介）

など
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本日のシンポジウムのご案内も掲載
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3. 医療安全対策委員会

平成22年3月「医療事故削減戦略システム」～事例から学ぶ医療安全～
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共同行動のHPでもご紹介いただきました
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• 日本医師会の会内委員会の１つである医療
安全対策委員会は平成22年３月に「医療事
故削減戦略システム」を作成し、全会員に配
布した。

• 「医療事故削減戦略システム」は“医療安全
全国共同行動”における、有害事象を可能
な限り低減させるという取り組みを、診療所
などの小規模な医療施設でも効果的に
実行するための手がかりを念頭に企画され
たものである。
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重点項目別事例から学ぶ医療安全

1. 緊急時の迅速対応

2. 薬剤の誤投与防止

3. 採血・注射の安全な実施

4. 検査と処置の安全な実施

5. 見落としを防ぐ

6. 手術の安全な実施

7. 感染防止対策

8. 医療機器の安全な操作と管理

9. 転倒・転落の防止
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個人で行う医療安全対策

1. 個人医師の医療安全に対する実施策

2. 診療録の記載方法

3. タイムアウトの導入と効果

4. 診療所におけるインシデントレポート
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地域で行う医療安全対策

1. 地域医師会の医療安全に対する方策

2. コンサルテーションシステム

3. 医師対象の相談窓口の設置

4. 研修会開催、参加証の授与
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オンライン掲載中

日本医師会のホームページ
→患者の安全確保対策室
→マニュアル
に、PDFファイルで掲載しているので
ダウンロードして広くご活用いただきたい。

http://dl.med.or.jp/dl-med/anzen/data/jikosakugen.pdf
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平成22～23年度

医療安全対策委員会の取り組み

• 各委員の所属医師会においてテーマを決め、
平成22年度にパイロットスタディを開始

• テーマは「医療事故削減戦略システム」

の項目を中心に選択

• 平成22年度の結果をもとに新たにテーマを決
め、23年度に行動開始
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取り組みテーマ一覧

（北海道）転倒・転落アセスメントスコアシート

（岩手県）インシデント・アクシデントレポートの収集結果

（茨城県）静脈採血の自己点検表改善率

（東京都）インシデント・アクシデントレポートの収集結果

（愛知県）静脈採血、院内感染予防対策のチェックリスト活用後の改
善度

（大阪府）東住吉区三師会会員及び区民へのアンケート調査結果

（兵庫県）「医療事故削減戦略システム」9項目の見直し

（広島県）多職種連携による医療安全の推進

（香川県）インシデント・アクシデントレポートの収集結果

（鹿児島県）「薬剤の誤投与防止」「医療機器の安全な操作と管理」
の実践
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平成24年3月「医療安全の推進と新しい展開について」
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平成24～25年度
医療安全対策委員会の方針

会長からの諮問
「成果が見える医療安全をめざして」

第１回 平成24年7月23日
第２回 平成24年9月7日
第３回 平成24年11月29日
第４回 平成25年1月31日
第５回 平成25年3月8日
第６回 平成25年5月23日

・・・
平成26年1月の研修会にて各委員が取り組み成果を発表

上原鳴夫先生から共同行
動についてご講演いただ
きました
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平成24～25年度
医療安全対策委員会メンバー

委員長 北原 光夫

副委員長 松原 謙二（大阪府）

水谷 匡宏（北海道） 西田 芳矢（兵庫県）

小原 紀彰（岩手県） 今川俊一郎（愛媛県）

岡 治道（埼玉県） 阿南 茂啓（大分県）

松本 賢治（東京都） 川原 裕一（鹿児島県）

細川 秀一（愛知県） 後信（日本医療機能評価機構）
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取り組みテーマ一覧

（北海道）診療所における院内感染予防の取り組み

（岩手県）院内感染対策体制の整備

（埼玉県）「安全管理体制」に関するアンケート調査

（東京都）採血時の針刺し事故撲滅

（愛知県）チェックリストによる

静脈採血事故・院内感染防止対策の推進

（大阪府）医療安全推進指導者講習会修了者に対するアンケート調査

（兵庫県）インシデント・アクシデント報告事業

（愛媛県）採血時注射損傷の削減／白内障手術時のタイムアウト

（大分県）安全な予防接種の推進

（鹿児島県）医療安全対策モデル事業
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（埼玉県）「安全管理体制」に関するアンケート調査

• マークシート方式のアンケートを1,180箇所
（病院・有床診療所・無床診療所）に配布し、
875件回収（回収率74.2％）。設問（36問）に
対する調査結果をまとめた。

• 病床数と個別項目回答の相関をχ２乗検定し
たところ、病床数と安全管理体制など、いくつ
かの項目で有意差が認められた。

• 今後この調査結果に考察を加える。
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設問の一例

• 医療安全・感染対策委員会を定期的に開催してい
ますか。

• 現在、義務化されている安全管理体制（医療安全・
感染対策）について、どのように感じていますか。

• ヒヤリ・ハット事例を院内で報告し、皆で共有してい
ますか。

• 急性期医療、特に救急医療を行っている医療機関
では訴訟リスクが高くなると思いますか。

・・・ など
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（愛知県）チェックリストによる静脈採血事故・院内
感染防止対策の推進

（静脈採血のチェックリスト）

• 採血に適した姿勢

• 穿刺静脈の選び

• 皮膚の消毒

･･･

などの項目について

○△×でチェック
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（愛知県）チェックリストによる静脈採血事故・院内
感染防止対策の推進

（院内感染予防対策の
チェックリスト）

• 手洗い

• 手袋

• マスク・ガウン・フェイス
シールドなどのバリア

･･･

などの項目について

○△×でチェック
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• 現在、１次調査を終えたところ。

• 今後、２次調査を行い、１次調査後からの変
化を見る。

• ２年前にも同様の調査を実施しているため、
かなりできているところが多い。

• ただし、院内感染予防対策チェックリストは、
開業医にはまだまだ実施困難のようである。

（愛知県）チェックリストによる静脈採血事故・院内
感染防止対策の推進



病院だけでなく、診療所にも役に立つ活
動を継続していただきたい

各地の医師会・関係団体等とジョイント
して47都道府県でフォーラムを開催して
いきたい

４. 共同行動への期待と抱負
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日本 医師会

ご清聴ありがとうございました


